
ル
ー
ル
守
っ
て

楽
し
い
花
火
！

夏
の
風
物
詩
「
花
火
」。
し
か
し
、
気
軽

に
楽
し
め
る
花
火
も
、
取
り
扱
い
を
誤
る

と
火
事
や
ケ
ガ
な
ど
の
事
故
に
つ
な
が
り

か
ね
ま
せ
ん
。
家
族
や
友
人
と
花
火
を
す

る
機
会
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守

ら
な
い
と
、
と
て
も
危
険
で
す
。
き
ち
ん
と

ル
ー
ル
を
守
り
、
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症

熱
中
症
と
は
、
室
温
や
気
温
が
高
い

中
で
体
内
の
水
分
や
塩
分
（
ナ
ト
リ
ウ

ム
）
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温

の
調
節
機
能
が
働
か
な
く
な
り
、
体
温

上
昇
、
め
ま
い
、
体
の
だ
る
さ
、
け
い

れ
ん
や
意
識
の
異
常
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
障
害
を
起
こ
す
症
状
で
す
。

家
の
中
で
じ
っ
と
し
て
い
て
も
室
温

や
湿
度
が
高
い
と
き
は
、
体
か
ら
熱
が

逃
げ
に
く
く
、
熱
中
症
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

●
こ
ん
な
時
は
、
た
め
ら
わ
ず
に
救
急

車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

・
自
分
で
水
が
飲
め
な
か
っ
た
り
、
脱

力
感
や
倦け
ん

怠た
い

感
が
強
く
、
動
け
な
い

場
合
。

・
意
識
が
な
い
（
お
か
し
い
）、
全
身

の
け
い
れ
ん
が
あ
る
な
ど
の
症
状
を

発
見
さ
れ
た
方
。

熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

・
部
屋
の
温
度
を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
！

・
室
温
が
28
度
を
超
え
な
い
よ
う
に
、

エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
上
手
に
使
い

ま
し
ょ
う
。

・
の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
こ
ま
め
に
水

分
補
給
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
外
出
の
際
は
体
を
し
め
つ
け
な
い
涼

し
い
服
装
で
、
日
よ
け
対
策
も
忘
れ

ず
に
！

・
無
理
を
せ
ず
、
適
度
に
休
憩
を
！

・
日
頃
か
ら
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
と
体
力
づ

く
り
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

火　
　

災
…
…
…
…
…
…
8
件

救　
　

急
…
…
…
…
5
6
4
件

救　
　

助
…
…
…
…
…
…
8
件

（
平
成
28
年
5
月
30
日
現
在
）

有
田
川
町
消
防
本
部　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　

☎
２
５
‐
１
２
４
３

今
年
の
出
動
な
ど（
累
計
）

１秒争う救急車　あなたも１秒考えて　～救急車の適正利用にご協力を～

あなたの 命 と 財産 を守るため　付いていますか？　住宅用火災警報器
「法律で全ての住宅に火災警報器の設置が義務付けられています。」

花火を安全に楽しむためには、まず準備が必要です。
・水の入ったバケツ
・ゴミ袋
・ローソク、蚊取り線香
以上のものを用意し、広い場所
で必ず大人の人と一緒に遊びま
しょう。

・遊び方を守る
・花火を人や家に向けない
・衣服に火がつかないように注意する
・風の強いときには行わない
・大人と一緒に遊ぶ
・一本ずつ遊ぶ
・正しい位置に正しい方法で点火する
・花火をのぞかない
・花火をポケットに入れない

熱中症の対処法
重症度 症状 対処 医療機関への受信

めまい・立ちくらみ・こ
むら返り・手足のしびれ

頭痛・吐き気・体がだるい
体に力が入らない
集中力や判断力の低下

意識障害（呼びかけに対
し反応がおかしい・会話
がおかしいなど）・けいれ
ん・運動障害（普通どお
りに歩けないなど）

涼しい場所へ移動・安
静・水分補給

涼しい場所へ移動・体
を冷やす・安静・十分
な水分と塩分の補給

涼しい場所へ移動・安
静・体が熱ければ保冷
剤などで冷やす

症状が改善すれば受診
の必要なし

口から飲めない場合や
症状の改善が見られな
い場合は受診が必要

ためらうことなく救急
車（119）を要請

●用意はできていますか？

●正しい花火の楽しみ方
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